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YBa2Cu3O7-δにおける超伝導ギャップ対称性の
キャリア濃度依存性：高分解能ARPES
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固体分光

高温超伝導体YBa2Cu3O7-δ(YBCO)は、相図上に60-Kプラトー領域と呼ばれ
る異常が存在するなど、他の高温超伝導体には見られない特徴を示す。今回
我々は、電子状態の物質依存性という観点から超伝導機構について知見を得
るため、YBCOの高分解能角度分解光電子分光(ARPES)測定を行った。実験
にはPhoton FactoryのBL28Aに建設された高分解能光電子分光装置を用いた。
図1に、異なるキャリア濃度のYBCOにおいて測定した超伝導ギャップサイ

ズの波数依存性を示す。キャリア濃度の減少とともに、アンチノード近傍(φ ~
0°)のギャップサイズが単調に増加することがわかる。また、最適ドープ試料
では単純なdx2-y2波対称性によって超伝導ギャップ形状をよく再現できるのに
対し、不足ドープ試料では大きなずれが生じることを明らかにした。当日は、
他の高温超伝導体における結果と今回の結果を比較検討し、キャリア濃度に
依存して超伝導ギャップ形状が変化する起源について議論する。

[1] K. Nakayama et al., Phys. Rev. B Rapid Communication, in press.
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図1(a)-(c) YBCOにおける超伝導ギャップサイズのキャリア濃度依存性[1]。点線は、
単純なdx2-y2波対称性を仮定した場合の超伝導ギャップ形状。


